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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和3年1月28日(2021.1.28)

【公開番号】特開2020-69921(P2020-69921A)
【公開日】令和2年5月7日(2020.5.7)
【年通号数】公開・登録公報2020-018
【出願番号】特願2018-205437(P2018-205437)
【国際特許分類】
   Ｂ６２Ｍ   6/55     (2010.01)
   Ｂ６２Ｍ  11/02     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   7/116    (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   7/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６２Ｍ    6/55     　　　　
   Ｂ６２Ｍ   11/02     　　　　
   Ｈ０２Ｋ    7/116    　　　　
   Ｈ０２Ｋ    7/18     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月11日(2020.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　第１歯車４０は、出力歯車３６と噛み合う。第１歯車４０の歯数は、出力歯車３６の歯
数よりも多い。第２歯車４２は、伝達軸４６のうちの第１歯車４０とは異なる部分に設け
られる。第２歯車４２は、出力軸２０の軸方向において、伝達軸４６のうちの出力歯車３
６および第１歯車４０よりもステータ２２側に設けられることが好ましい。第３歯車４４
は、出力部１６の外周部に設けられる。第３歯車４４は、出力部１６の筒状部分１６Ａの
外周部に形成されてもよく、筒状部分１６Ａと別体に形成されて、筒状部分１６Ａに取り
付けられてもよい。第３歯車４４は、第２歯車４２と噛み合う。第３歯車４４の歯数は、
第２歯車４２の歯数よりも多い。第３歯車４４は、出力軸２０の回転軸心Ｃ１に沿う方向
Ａに垂直な方向において、少なくとも一部が第１ワンウェイクラッチ３４に重なるように
配置される。第１歯車４０および出力歯車３６は、はすば歯車であってもよく、平歯車で
あってもよい。第２歯車４２および第３歯車４４は、はすば歯車であってもよく、平歯車
であってもよい。伝達軸４６の回転軸心は、出力軸２０の回転軸心Ｃ１およびクランク軸
１２の回転軸心Ｃ２に平行である。伝達軸４６の回転軸心は、出力軸２０の回転軸心Ｃ１
およびクランク軸１２の回転軸心Ｃ２を含み、かつ、出力軸２０の回転軸心Ｃ１およびク
ランク軸１２の回転軸心Ｃ２に平行な第１平面上に配置されてもよく、第１平面上から離
れて配置されてもよい。伝達軸４６の回転軸心が第１平面上から離れて配置される場合、
伝達軸４６の回転軸心から出力軸２０の回転軸心Ｃ１までの最短距離と、伝達軸４６の回
転軸心からクランク軸１２の回転軸心Ｃ２までの最短距離とは、好ましくは、出力軸２０
の回転軸心Ｃ１からクランク軸１２の回転軸心Ｃ２までの最短距離よりも短い。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４８】
　ロータ２６は、出力軸２０の第２端部２０Ｂの外周部に設けられる。ロータ２６は、実
質的に円盤形状のベース部２６Ａと、複数の磁石２４と含む。ベース部２６Ａの中央部に
は、出力軸２０の回転軸心Ｃ１に沿う方向Ａにおいてベース部２６Ａを貫通する孔２６Ｂ
が形成される。出力軸２０の一部は、ベース部２６Ａの孔２６Ｂに配置されて、出力軸２
０がベース部２６Ａを貫通する。ベース部２６Ａの孔２６Ｂを定義する内周面に、出力軸
２０の第２端部２０Ｂの外周部が固定される。ベース部２６Ａは、出力軸２０にボルトに
よって固定されてもよく、かしめによって固定されてもよく、接着剤によって固定されて
もよい。ベース部２６Ａは、出力軸２０と一体に形成されていてもよい。出力軸２０の第
２端部２０Ｂは、第１端部２０Ａに向かう順番に配置される第１部分２１Ａ、第２部分２
１Ｂ、および、第３部分２１Ｃを含む。第１部分２１Ａ、第２部分２１Ｂ、および、第３
部分２１Ｃのそれぞれは、実質的に円柱形状を有する。第１部分２１Ａの直径は、好まし
くは、第１端部２０Ａの直径よりも小さい。これによって、軸受６４によって出力軸２０
を安定して保持させることができる。第２部分２１Ｂの直径は、第１部分２１Ａの直径よ
りも大きい。第２部分２１Ｂは、複数の軸受６４のうちロータ２６に最も近い軸受６４の
内輪との接触によって、出力軸２０の回転軸心Ｃ１に沿う方向Ａの一方Ａ１への移動が規
制される。第３部分２１Ｃの直径は、第２部分２１Ｂの直径よりも小さい。ベース部２６
Ａは、第２部分２１Ｂの側面との接触によって、出力軸２０の回転軸心Ｃ１に沿う方向Ａ
の一方Ａ１への移動が規制される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　凸部１５は、第４ハウジング部１４Ｘ側から順番に配置される第１部分１５Ａ、および
、第２部分１５Ｂを含む。第１部分１５Ａ、および、第２部分１５Ｂのそれぞれは、実質
的に円柱形状を有する。第１部分１５Ａの直径は、好ましくは、第２部分１５Ｂの直径よ
りも大きい。複数の軸受８６は、第２部分１５Ｂに配置される。複数の軸受８６のうちの
第１部分１５Ａに最も近い軸受８６の内輪は、第１部分１５Ａとの接触によって、出力軸
２０の回転軸心Ｃ１に沿う方向Ａの他方Ａ２への移動が規制される。出力軸２０は、第２
端部２０Ｃが第２部分１５Ｂの側面と接触しないように、第２部分１５Ｂの側面から所定
の間隔を開けて配置される。出力軸２０は、第２端部２０Ｃが複数の軸受８６のうちの第
１部分１５Ａから最も遠い軸受８６の外輪に接触するように配置されて、出力軸２０の回
転軸心Ｃ１に沿う方向Ａの他方Ａ２への移動が規制される。
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